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① 投資信託委託会社がガバナンス強化のために行っている事例(独立取締役やアドバイザリー・ボード、ファンド監視監督委員会等)を収集、公表する。 

② 投資信託委託会社や投資信託のガバナンスについて、経営効率を考慮しつつ、全体の取組みを強化するための方策を検討する。 

③ 併合、償還について、運用効率を向上させる観点から、投資家の視点を踏まえつつ、機動的に行うことを可能とするための検討を投信委託会社、受託者、販売

会社等の関係者を交えて行う。 

④ 投資法人制度を用いて有価証券に投資するファンドを国内で組成、販売する場合の実務上の論点等を検証し、改善が必要な点を各方面に働きかける。

⑤ 会員のスチュワードシップ・コードの遵守を促し、適切にエンゲージメント等の活動が行われるような取組みを検討する。 

現状 

・契約型には「ガバナ
ンス」が効いていない

・小規模ファンド
の乱立・投資法人活用の

税制等ハードル

望まれる姿  

・個社での取組 

・協会での取組 

・行政や制度上の取組 

輸出に向けた競争力の
強化

併合・償還の促進

ファンドのガバナンス向上

(具体策)

資産運用業強化委員会 目的及び論点 

検討課題 

国内における投資信託

への信頼向上 

海外からの信頼獲得 


